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「大阪公衆衛生」

のあれこれ
先日他局へ転勤された事務職の方が二人、業務の参

考にしたいからと本誌 26号を借りにこられた。記植

のよい勉強家の方もおられるものと感心するとともに、

本誌に対して、久しく離れていた親友にめぐりあえた

ようななつかしさとうれしさを感じた。古い綴りをひ

き出してみると庇 1は昭和 33年 7月に発行されてい

~06:r~~!; 言悶：：。と Sc初厚みにもなる・
栃11は創刊号とは記されていない。それまでに発行

していたリーフレット塑の公衆衛生ニュースを進展さ

せて出したためであろうか。 トップには「小歴史」と

題して大阪公衆衛生協会誕生の経緯を感銘深い筆致で

関教授が記され、終りを「まさしくこれが私たちの公

衆衛生だと自信をもっていえるような明るさを、困難

にまけぬ明るさを、つかれたときもまたそこに立ちも

どって元気づけられる明るさを、それを私たちはみん

なで築きあげなければならない」と結んでおられるの

が印象的である。

初年度は張り切って船3まで発刊しており次の庇4

では 1年をかえりみて、本誌と協会活動にきびしい批

判のことばが盛られている。「組織体が真に生き生き

と活動するためには、組織の民主的運営、健全強固な

財政教育宣伝の武器としての椋関誌の三つの活動が

機的に結合されなければならないといわれるが、と‘’

かくいろいろの困難をおして本協会機関誌大阪公衆衛

生が発刊されたことは一歩前進である。

雑誌発刊後会員が急増し 430名に達したことはよい

が、投稿者の範囲が非常に限られていること、官庁風

と大学調の文章が不調和に並べられていること、ホン

トかと疑いたくなるような声など、会員大衆に親しま

れ難い多くの欠点が露呈している。」といい、更に

「公衆衛生関係者は口をひらけば教育の重要性を叫び
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p Rの大切さをいう。日常の不平不満も耳がタコにな

るほどきかされるにもかかわらず、それを活字にして

表現できないことは一体どういう理由であろうか。編

集陣のとり組み方の反省と、会員各自が文章を内くこ

とに慣れるよ． う指導が必要」と耳の痛いことが記されヽる。また専門部会活動は協会が最も力を注いでい

るものであるが、これまでの弱点として「問題のとら

え方、展開のしかたが行政ペタッキ主義から脱してい

ない。研究活動に組織活動が伴なっていない。各部会

の交流をもっと盛んに。研究会の準備活動、事後活動

の不足」など今なお領聴すべきことが列挙されている。

庇 5からは編集方針の検討会、専門部会長会議もし

はしば開かれたようである。 Jfo.6、庇8、lfo.9、庇10 

はそれぞれ 2回から 5回までの大阪公衆衛生大会の特

集号となっている。この頃の大会は当面する諸問題に

ついて 5日間、毎日 1~2の分科会を開き、討議した

ものをまとめて、大会当日分科会ととに報告し、大会決

議をしたものであった。分科会の企画、準備、実施な

どには幹事、役員とも夜を日についで多忙であった。

lfo. 1 2からは活字が大きく写真も入り、カットが紙面

をにぎわし迫力のあるものになってきたが、一方専門

t:!~: こぶ~~心。の声がいきいきとし、
臼地に毎号色ちがい正方形のある表紙は庇16の公

衆衛生学会案内号を最後とし、 Jfo.1 7学会特集号から

は緑の十字編となりスマートになったが、このあたり

から部会活動がおとろえはじめている。庇 21では協

会組織再絹成が載っている。庇25から表紙も中身も

一屑洗練され、その道の第一人者の登場が目立ってき

て読みとたえはあるが、私どもの機関誌という親近感

がなくなってきているのはなぜだろうか。期せずして

前号「声」忍氏の「冬眼中の感がある協会活動から脱

するために、事務局体制の確立、意見交換の場の設定、

正確で豊富な情報を提供できる機構の確立」のと意見

を読み、強い共感をおぽえた。
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